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第20号のメニュー

【ごあいさつ】

【そっと教える授業のテクニック14】

いいスピーチとはどんなスピーチ？
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★☆★☆★ごあいさつ★☆★☆★

　8月の終わりに、学習者の口頭表現能力を測るための調査団が、日本

からサンパウロにやって来ました。同じ学習者が話す日本語を聞いても、

80点をつける先生もいれば50点の人もいますよね。それを少しでも同

じ点に近づくよう、統一基準の開発を研究しているそうです。サンパウ

ロ近辺の何人かの先生方にもご協力いただきました。ありがとうござい

ました。

　スピーチもこの口頭表現能力のひとつです。どんなスピーチがいいス

ピーチなのか。人によって違うかも知れませんね。

で、20号はスピーチの話です。
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oOoOoそっと教える授業のテクニック14　OoOo
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●●●いいスピーチとはどんなスピーチ？●●●

スピーチに絶対必要なのは何でしょうか。それは、話す人と聞く人で

す。話す人は当たり前だとしても、聞く人もいなければスピーチになり

ませんよね。話す人だけだと、それは独り言になってしまいます。

いいスピーチを考えるときに、この聞く人のことを考えるのはとても

大切なことだと思います。スピーチ指導をするときに聞く人のことを考

えながら指導するのとそうでないのとでは、おそらくずいぶん結果が違

ってくるのではないかと、私は思います。

では、聞く人の側から見た「いいスピーチ」とはどんなものでしょう

か。私は１．「いつまでも忘れないスピーチ」と、２．「聞いてもらえる

スピーチ」の二つではないかと思っています。１．の「いつまでも忘れ

ないスピーチ」というのは内容が印象的であったり、泣かせる話（感動

的）であったり、共感を覚えたり、説得力があったりするものでしょう。

主にスピーチの内容に関わる部分です。

それに対し２．の「聞いてもらえるスピーチ」というのは聞きやすく

てわかりやすい、面白くて退屈しないもので、主にスピーチの話し方に

関する部分でしょう。この二つの部分からいいスピーチが生まれると、

私は考えています。

ではこの二つの部分はどのように作っていけばいいのでしょうか。１．

の内容面はまず、題材の選定が重要です。その学習者本人の体験に基づ

いていて、かつ本人が積極的に話したいものを選ぶことです。自分が話

したいという気持ちはスピーチには欠かせないものです。

スピーチの作成に取り掛かる段階で最も気をつけなければならないの

は、「その学習者の学習段階にあった日本語を使う」ということです。

学習段階を超えた日本語を使ってスピーチを作ろうとすると、「自分の

話していることが正確に理解できていない」、「消化しきれない語彙を

使っているので相手にわかりにくい」、「何よりも学習者の負担が大き

くなる」といった弊害が出てきて、学習者も「もうスピーチはしたくな

い」、といった気持ちになったりします。

それに対してその人のレベルにあった日本語のスピーチを考えると、

「スピーチが自分の日本語になる」、「聞く人にとってもわかりやすい」、

「学習者の負担も少ない」ので、何よりも楽しくスピーチ学習を進める

ことができます。

できるだけ既習の文法、語彙を使ってスピーチを作っていくわけです。

そのためには、最初からその人の日本語でスピーチを書くことが大切で

す。初級の前半、「みんなの日本語」の1冊目あたりが終了していれば、

短文を組み合わせることによって、大体のことは表現できます。どうし

ても必要だけど、足りないという語彙などは、よく意味を理解した上で

何度も発音練習を繰り返して使えばよいと思います。

２．の「聞いてもらえるスピーチ」にする工夫はいろいろあります。

発音は聞きやすく、みんなに聞こえる大きい声で、時折ユーモアなどを

交えながら適度なスピードで話すことはいうまでもありません。その中

でも重要なのがポーズです。

ポーズは話を聞きやすくするだけでなく、聴衆を自分の方にひきつけ

るのにも大変効果があります。また、ある一定の法則を身につけると、

ポーズを置くのはそんなに難しいことではありません。ではポーズを置

くための3つの法則をそっと教えましょう。

その１、助詞「は」の後はいつもポーズ。「は」はトピックの助詞です

から、その前後にはいつも大切なことばが来ます。

その２、大切なことばは、前と後ろにポーズ。スピーチの中で特に大切

なことばは最も強調しなければなりません。そのためには思い切って前

と後ろ、両方にポーズを置きましょう。

その３、ポーズはいつも助詞の後。日本語の助詞はいつも名詞にくっつ

いているので、ポーズのときでも、離してはいけません。

この3つの法則を守るだけで、ずいぶん聞きやすくなるのは間違いあ

りません。

さあ、みなさんも、「いつまでも忘れない」、そして「聞いてもらえる

スピーチを目指して、ひとつ挑戦してみませんか。

OoOoOoOoOoOoOo OoOoOoOoOoOoOoOo

OoOo　　　　　おわりに　　　　　OoOo
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今年の全伯日本語スピーチコンテストは11月20日にベレンで行われ

る予定になっています。ここ国際交流基金サンパウロ日本語センター講

師室からも出かけていく予定にしています。今年もたくさんのすばらし

い話が聞けるのを楽しみにしています。

ご意見・質問は　prof@fjsp.org.br

　電話11-288-4971
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国際交流基金サンパウロ日本語センター講師室

メルマガ「こうししつ」発行責任者　三浦多佳史

ポルトガル語　遠藤クリスチーナ麻樹

みうらのサイト
日本語を学ぶ人と日本語使って日本を研究している人
のための情報のページ
http://homepage3.nifty.com/miuratakashi/
「メルマガこうししつ」バックナンバーを公開中
是非一度ご覧下さい
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